
　屋富祖青年会は今回が初出場で、し
かもトップバッターでの演舞でした。
演舞で恥をかかないか心配でした。
　青年祭の前日は緊張で眠ることがで
きませんでした。
　初出場でしたが来年に向けての人数
や隊列などの課題が出てきたので今後
もがんばりたいです。

　浅野浦青年会は２年ぶりの出場でし
た。浅野浦でエイサーがしたいという
ことで青年を集めての復活。ブランク
があるため力不足は感じましたが地謡
２人になったので良かったです。
　今後は自分達の後輩を作っていける
ように頑張っていきたいです。
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第８回第８回うらそえ青年祭うらそえ青年祭第８回うらそえ青年祭
　9月27日（日）、第8回うらそえ青年祭が浦添市運動公園陸上競　9月27日（日）、第8回うらそえ青年祭が浦添市運動公園陸上競
技場で開催されました。市内各地で活躍している青年会11団体が力技場で開催されました。市内各地で活躍している青年会11団体が力
強い演技を披露し、会場に詰め掛けた大勢の観客を魅了しました。強い演技を披露し、会場に詰め掛けた大勢の観客を魅了しました。

　9月27日（日）、第8回うらそえ青年祭が浦添市運動公園陸上競
技場で開催されました。市内各地で活躍している青年会11団体が力
強い演技を披露し、会場に詰め掛けた大勢の観客を魅了しました。
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浦
添
の
夜
を
彩
る
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　今回の浦添市移民史便りは、去る５月に実施
された、「平成２１年度 第４０回 南洋群島慰霊
墓参並びに親善交流の旅」について報告します。
　浦添市編集委員会では、次年度以降実施予
定の旧南洋群島調査に先立ち、浦添市移民史
編集委員会の石川朋子委員と編集事務局の前
津政廣（図書館奉仕係主査）と宜野座輝美（沖
縄学研究室嘱託員）の３人で墓参団に随行して
フィールドワーク（現地調査）を行いました。

随
行
調
査
の
目
的

現
地
住
民
と
の
交
流

慰
霊
墓
参
の
旅
の
今
後

最
後
の「
南
洋
群
島
慰
霊
墓
参

並
び
に
親
善
交
流
の
旅
」

　

戦
前
、
日
本
の
統
治
下
に
あ
っ

た
、
現
在
の
北
マ
リ
ア
ナ
諸
島
自

治
領
・
パ
ラ
オ
共
和
国
・
ミ
ク
ロ

ネ
シ
ア
連
邦
・
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島

共
和
国
に
あ
た
る
地
域
は
、
「
南

洋
群
島
」
（
以
下
、
旧
南
洋
群

島
）
と
呼
ば
れ
、
戦
前
の
沖
縄
県

人
の
主
な
移
民
先
地
の
ひ
と
つ
で

し
た
。　

　

そ
こ
で
は
多
く
の
沖
縄
県
人
が

現
地
へ
渡
り
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
栽
培

や
漁
業
な
ど
で
生
活
を
営
ん
で
い

ま
し
た
。

　

し
か
し
、
太
平
洋
戦
争
の
勃
発

に
よ
り
、
旧
南
洋
群
島
は
地
上
戦

を
含
ん
だ
激
し
い
戦
闘
が
展
開
さ

れ
、
多
く
の
沖
縄
県
人
が
犠
牲
と

な
り
ま
し
た
。

供
養
や
、
自
身
の
「
ふ
る
さ
と
」

で
あ
る
現
地
を
訪
ね
た
い
と
い
う

思
い
か
ら
、
「
南
洋
群
島
慰
霊
墓

参
団
」
を
組
織
し
、
サ
イ
パ
ン

島
・
テ
ニ
ア
ン
島
・
ロ
タ
島
を
中

心
に
現
地
を
訪
問
す
る
「
南
洋
群

島
慰
霊
墓
参
並
び
に
親
善
交
流
の

旅
」
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
近
年
の
参
加
者
の
高

齢
化
等
に

よ
り
参
加

人
数
が
減

少
し
、
チ

ャ
ー
タ
ー

便
確
保
が

困
難
の
た

め
、
公
式

の
慰
霊
墓

参
の
旅
は
今
年
で
最
後
に
な
り
ま

し
た
。

　

出
発
か
ら
３
時
間
後
、
飛
行
機

の
窓
か
ら
サ
イ
パ
ン
島
・
テ
ニ
ア

ン
島
が
見
え
る
と
、
機
内
か
ら

は
、
歓
声
が
湧
き
立
ち
ま
し
た
。

　

到
着
後
、
参
加
者
は
空
港
で
、

北
マ
リ
ア
ナ
政
府
観
光
局
か
ら
歓

迎
を
受
け
ま
し
た
。

　

サ
イ
パ
ン
島
在
「
お
き
な
わ
の

塔
」
で
行
わ
れ
た
「
南
洋
群
島
沖

縄
県
出
身
戦
没
者
並
び
に
開
拓
殉

難
者
追
悼
式
」
と
、
テ
ニ
ア
ン
島

在
「
沖
縄
の
塔
」
で
行
わ
れ
た

「
テ
ニ
ア
ン
島
沖
縄
県
人
戦
没
者

追
悼
式
」
で
は
、
戦
争
で
犠
牲
と

な
っ
た
沖
縄
県
人
に
、
追
悼
の
祈

り
が
捧
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
テ
ニ
ア
ン
島
の
追
悼
式

で
は
、
儀
間
光
男
市
長
か
ら
追
悼

の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
、
そ
の
後
、

沖
縄
県
人
の
子
弟
が
多
数
在
籍
し

て
い
た
㈱
南
洋
興
発
附
属
専
習
学

校
の
追
悼
式
も
執
り
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
追
悼
式
で
は
、
沈

痛
な
面
持
ち
で
、
戦
没
者
を
悼

み
、
戦
争
の
な
い
平
和
な
世
界
を

願
う
参
列
者
の
姿
が
あ
り
ま
し

た
。

　

慰
霊
墓
参
の
旅
は
、
戦
没
者
に

対
す
る
慰
霊
供
養
を
行
う
と
と
も

に
、
毎
年
、
現
地
の
住
民
の
方
々

と
の
交
流
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

毎
年
に
渡
る
交
流
の
結
果
、
各
島

の
追
悼
式

に
は
、
現

地
の
住
民

の
方
々
も

出
席
し
、

戦
没
者
に

祈
り
を
捧

げ
て
く
れ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
現
地
の
方
々
と
の
交
流
会

も
あ
り
ま
し
た
。

　

慰
霊
墓
参
の
旅
で
見
ら
れ
る
現

地
と
の
交
流
の
在
り
方
は
、
南
洋

移
民
体
験
者
が
築
い
た
現
地
と
の

つ
な
が
り
と
、
戦
後
の
あ
ゆ
み
を

表
す
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

浦添市移民史便り

　

慰
霊
墓
参
の
旅
の
参
加
者
か
ら

は
、
「
今
年
で
最
後
に
な
る
の
は

残
念
」
と
、
最
後
の
慰
霊
墓
参
を

惜
し
む
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
「
南
洋
群
島
慰
霊
墓

参
並
び
に
親
善
交
流
の
旅
」
を
主

催
し
て
き
た
南
洋
群
島
帰
還
者
会

は
、
公
式
で
の
慰
霊
の
旅
は
今
回

で
最
後
と
す
る
も
の
の
、
今
後
も

何
ら
か
の
形
で
旧
南
洋
群
島
へ
の

旅
を
続
け
て
い
き
た
い
と
し
て
い

ま
す
。

　

浦
添
市
移
民
史
編
集
委
員
会
で

は
、
今
回
の
調
査
で
浮
か
び
上
が

っ
た
旧
南
洋
群
島
と
南
洋
移
民
体

験
者
の
歩
み
を
、
今
後
の
移
民
史

づ
く
り
に
生
か
し
て
い
く
予
定
で

す
。

　

そ
し
て
、
生
き
残
っ
た
沖
縄
県

人
は
日
本
の
敗
戦
に
伴
い
、
強
制

的
に
沖
縄
へ
送
還
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
現
地
に
後
継
の
世

代
が
お
ら
ず
、
当
時
の
現
地
の
こ

と
を
知
っ
て
い
る
方
の
証
言
や
、

現
地
で
の
説
明
を
聞
く
こ
と
が
重

要
に
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
今
回
は
、
南
洋
移
民

体
験
を
持
つ
方
が
数
多
く
参
加
す

る
墓
参
団
に
随
行
し
、
南
洋
移
民

体
験
者
の
現
状
の
把
握
に
努
め
ま

し
た
。

　

戦
後
、
旧
南
洋
群
島
か
ら
沖
縄

へ
引
き
揚
げ
て
き
た
人
々
は
、
現

地
で
犠
牲
と
な
っ
た
方
々
の
慰
霊

～平成21年度 第40回 南洋群島慰霊墓参
並びに親善交流の旅～

問い合わせ
　浦添市立図書館沖縄学研究室　☎876ー4946

結団式の様子

追悼式の様子

平成21年度沖縄学講座（第６回）
「宜保蒲太̶南米移民賭博師イッパチの生涯
　　　　　　　 移民史の演劇運動と市民参画̶」
　日　時　11月21日（土）午後２時～４時
　場　所　浦添市立図書館２階視聴覚室
　講　師　大城和喜氏（南風原町教育委員会
　 　　　　　　　　　　　　生涯学習文化課長）
　受講料　無料

　どなたでも参加できます。皆さまのご来場を
お待ちしております。


